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	  　　黄砂に吹かれて
　　　　　　　　　　　　地名から見える景色


「黄砂に吹かれて」は中島みゆき作詞、後藤次利作曲で工藤静香が歌唱した楽曲です。
　　　　＊

黄砂に吹かれて聴こえる歌は
忘れたくて忘れた
失くしたくて失くした
つらい恋の歌
　　　　　＊

　日本で春に多く観測される「黄砂」は、大陸のタクラマカン砂漠、ゴビ砂漠、黄土地帯で強風により巻き上げられた大量の砂や土が、上空を西から東へ吹く風に乗って日本へ運ばれてきます。
　黄砂には花粉や汚染物質が付着し、アレルギー症状を悪化させるなど健康被害を引き起こす恐れがあると言われています。
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中国を代表する河の一つに「黄河」があります。
黄河はチベットを源流として北上し、黄土地帯で東進し、後に南下して再び東進します。この黄土地帯を流れることにより、河の色も黄色く変わり「黄河」となります。
中国古代文明を育んできた黄河は、延々五四六四キロメートル流れて「渤海湾」に注ぎ「黄海」に至ります。その姿はまるで龍の様です。

「黄海」は黄河が運ぶ黄土により黄色くなることから黄海と呼ばれています。
黄海では日清戦争の時、日本海軍連合艦隊と清国海軍北洋艦隊が闘い、清国側に大損害を与えた「黄海海戦」がありました。
日清戦争終結により日本は黄海に接する遼東半島を領有しましたが、露独仏の三国干渉により清国へ返還しました。その後ロシアが遼東半島の旅順・大連を租借し、日露戦争ではこの旅順をめぐる攻防が中心となり、陸の「二〇三高地」海の「日本海海戦」が戦われました。
学校では歴史や地理が細切れのように扱われ、教わりましたが、こうして「黄色」繋がりで見ていくのも面白いのではないでしょうか。
（大久保）
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　宇宙航空研究機構（ＪＡＸＡ）の探査機ＳＬＩＭが月面に着陸し世界をアッと言わせました。
　いちょう会では二月二八日に、ＪＡＸＡ相模原キャンパスの「宇宙科学探査交流館」を訪問し、日本の宇宙ロケットや人工衛星、探査機の技術開発の歴史を見学しました。当日は会員の皆さん十四名が参加しました。
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　森永製菓鶴見工場
　　　　　　　ＭＯＲＩＵＭ見学
　一月一五日と二二日の二日に分けて鶴見にある森永製菓鶴見工場とエンゼルミュージアムＭＯＲＩＵＭを見学しました。人気の高い施設の為なかなか予約がとれず、二回に分けて延べ一〇名で見学しました。
　当日は「小枝」と「ハイチュウミニ」の製造工程を見ました。全国で販売されている「小枝」は全て、この鶴見工場で製造されていました。

　参加者　小林隆夫さん
　こういう企画は、出不精な僕でも積極的に外に出る良い機会となり、旧知との交流など刺激もあって楽しかったです。
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　新春の集い
　　　　　　　　一月十二日
　県退職者いちょう会と自治労県職労の共催で、波止場会館を会場に四年ぶりに開催された「新春の集い」には、いちょう会の会員十八名が参加しました。
　自治労県職労の鈴木委員長の主催者挨拶の後、ご来賓として自治労県本部谷藤副委員長、武井副知事等が挨拶し、いちょう会の大久保会長が乾杯の発声をし、懇親となりました。
　抽選会では「いちょう会会長賞」をはじめ十一名のいちょう会会員が景品を手にしました。

　[image: image6.jpg]



　リレートーク経済
　　山崎公江
株価が一九八九年の水準を超えたというのに、世の中は景気の悪い話ばかり、スーパーに行けば値上品ばかりで購入をためらうばかりです。
その原因は円安の進行に歯止めがかからないことにあり、その原因はといえば、アベノミクスに出口が見えないことにあります。政府は国債を日本銀行が買ってくれることを良いことに財政規律などお構いなしに大型予算を組み続け、防衛費を五年間で四三兆円にすると言っています。このままでは日本経済はあと二年半でクラッシュすると昨年秋の講演会で古賀茂明氏は断言していました。注①
一方、お金はまだまだすり続けられる。ギリシャの通貨はユーロだったからクラッシュしかけたけど、日本は「円」という自国通貨なのだからまだまだいけると主張する森永卓郎さんらの意見もあります。注②
いったい、どちらが正しいのか、この疑問を何年も前から抱えています。そして最近、自治労かながわ県職労の憲法学習会ではこんな議論をやっていたなぁと懐かしく思い出しました。天辰・茨木論争です。
天辰さんが、日本国債買取法案を提示してくれたように記憶しています。次回は、茨木さんにこの続きをお願いしています。
注①古賀茂明著『分断と凋落の日本』2023.4.12  講談社新書 
注②森本卓郎『ザイム真理教―それは信者8000万人の巨大カルト』2023.5.22フォレスト出版
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　　いちょう歌壇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢　章

電飾に浮かれる人の多けれど樹々の嘆きがあると知るべし
もち代も無き人多き年の瀬にキックバックで肥ゆる人たち
政党のロビーの松は語らねど諸悪の謀議じつと見詰むる
空つ風の荒ぶるなかをつぎつぎと群れを離るる上州千鳥
抜け道を幾つもつくり裏金の枕に眠るは平家のごとし
国会はことばの意味を変へる場所「しつかり」「丁寧」「遺憾」「必ず」
裏金を残らずそろへ被災地の扶けになるも政治のちから
政策の集団にあらず金策に明け暮れしたるリスト忘れじ
抽斗の写真を観ればことごとくマスク貌なり大人の遠足
ごろ寝してラ・カンパネラを聴くもよし政治の不信沸点なれば
　私たちは今
会員のお便り
　「今も続けていること」
　　　　谷　和代（横須賀市）
　登山を始めたきっかけは、気分転換と健康のために歩くことにし、退職後の二〇一一年、鷲羽岳を登頂して、日本百名山を完登することが出来た。
　その後、二百名山、三百名山も登ってみようと月に一、二度の登山を続けていたが、仲間も減り、一緒に歩いていた夫が歩かなくなり、完登は難しい状況となっているが、自分の体力に見合った山に「最低でも月に一度は登る」と決め、友人三人と歩くことが多い。
　現在は変形性膝関節症と診断され、サポーターを付けての登山となったが、山登りは、健康的で、下山後には温泉で疲れを癒し、美味しいお酒などの楽しみもあり、同じ山でも季節を変えて歩くと景色も変わり新たな発見もあるのでこれからも諦めず歩き続けたいと思っている。
　「今日、このごろ」
　　　　大須賀薫（横浜市）
　毎朝、十二才の犬（名前、まる）と二時間半ほど散歩します。散歩中に会った人や、犬友達と談笑しています。
　春から秋にかけては、トマト、ナス、枝豆、ホウレンソウなどの野菜づくりを、また、庭の草取り、樹木の剪定を行っています。初冬には、「花ユズ」「スダチ」の収穫があります。
　今年、家族と相談して「墓じまい」をしました。新たに「樹木葬」による墓を購入しました。「まろ」も一緒です。

　「ゴルフ始めました」
　　　　佐々木俊光（横浜市）
　六〇歳定年を三年早く早期退職しました。雇用保険を頂きながらの職探しは難しく難航しました。そんな時飲み友からゴルフのお誘いがあり、誘ってくれるならやってみようかと始めました。実はバブル期の頃一度ゴルフやったのですが良い思い出がなく数回行っただけで辞めてしまいました。一通り道具を中古で取り揃えゴルフスクールに通い始めたらコロナが流行り中々思い通りにスクールにも通えずに終了しいざラウンドへ！昔の嫌な思い出も消え去ってとても楽しくできました。今では月一でラウンドしています。
　「今年もフードバンク」
　　　　大久保光夫（東京都）
　今年も「フードバンクかながわ」でのボランティアに参加しました。連合神奈川や生協が設立し、善意で提供された食料品を必要とされるご家庭に配付する為の仕分け作業です。
「私たちは今」（近況報告）の原稿を募集します
・目的　近況報告を通じて会員相互の交流促進を図ります
・題名　短く・簡単に
・氏名　明記します
・字数　一五〇～二二〇字
・締切　随時

・注意　誹謗中傷等は掲載不可

・送付先
　　東京都大田区西六郷
　　　四～六～二四～五〇九

　　　　　　　　大久保光夫

　退職予定者説明会
　　今年もオンライン開催
　今年もオンラインによる開催となりました。
　いちょう会では、多くの退職者の方に入会していただこうと、県職員厚生課を通じて資料を配布するとともに、「大久保会長による加入の呼びかけ」のビデオを流してもらいました。
訃　報

　　ご冥福をお祈りいたします

　　　　池田　進さん

　　　　吉田重次郎さん

　　　　山田孝雄さん
　　　　大井川孝雄さん
    　月面着陸を成功させたＪＡＸＡ訪問


　　　　森永製菓鶴見工場で「小枝」を試食








